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Ⅰ　基本的な方向性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

基　本　的　な　方　向　性

　２　市民が抱える課題の解決を支援する。

　３　子どもの読書活動を積極的に推進していく。

Ⅱ　基本指標と達成状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　【指　　標】　　 　　　【目　　標】　　

　　　　　　　　　　　【平成２７年度】　　　　　　　　　【平成２８年度】　　　　　　　　　【達成状況】

　①貸出者数　　　１，０３７，４２６人　　　　→　　　１，００４，５７５人　　　　　　　　対前年度　３．２％減

　③来館者数　　　２，８８８，４８７人　　　　→　　　２，８２４，４４３人　　 　　　　　 対前年度　２．２％減

Ⅲ　総合評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅳ　施策評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　北九州市立図書館では、「これからの図書館サービスのあり方」の中に示された５つの視点に立った取り組みを行っています。

その具体的施策５０項目の取組状況について、下記の基準を設けて評価を行います。

　＜評価の基準＞
　　　　大変順調である。

　　　　順調である。

　　　　やや遅れている。

　　　　遅れている。

　施策の具体的な取り組みについては、全体的に順調であると評価でき、図書館の運営がうまく行われている。
　基本指標及び利用者アンケートの結果が良好であることも評価できる。
　今後は、図書館が情報の発信拠点として、ホームページの充実など更に取り組みを進めてもらいたい。

１ これまでの図書館サービス（図書・資料の閲覧・貸出、レファレンス機能、情報サービスなど）をさらに
　充実させる。

　⇒　３つの基本的な方向性を目指していくために、図書館職員や地域の人材など、これらの役割を担う
　　人材の能力向上を図る。

　②貸出冊数　　　３，９１５，７９１冊　　　　→　　　３，７８２，２９０冊　　 　　　　　 対前年度　３．４％減

 総　合　評　価

　1  貸出者数・貸出冊数・来館者数は、前年度に比べわずかに減少しているが、八幡図書館移転に伴う休館による開
　　館日数減少の影響があると思われる。
  2  施策評価では、50項目のうち「順調である」以上の評価が　44項目あり、88%を占めている。
  3  利用者アンケートにおいても、「応対の親切さ」、「説明の分かりやすさ」など6つの項目の満足度について、それぞ
　　れ利用者の 80％から90％超の方に「満足」以上の評価をいただいている。
 　   以上のことから、図書館全体の評価は順調であると考える。

 外　部　評　価

北九州市立図書館の評価

　基本指標と目標

①貸　出　者　数　　　　　　　　対前年度比増

②貸　出　冊　数　　　　　　　　対前年度比増

③来　館　者　数　　　　　　　　対前年度比増

達　成　状　況
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

内部評価

４ （新）文化施設との
ネットワークの構築

９ ひまわり文庫の充実 市民センターなどに設置
した、ひまわり文庫の蔵
書構成などの充実

○H28年度末現在：128ヶ所設置
・配本冊数 79,251冊（1ヶ所あた
り619冊、前年度配本数80,574
冊）
・年間貸出者数 29,713人
・年間貸出冊数 61,260冊
・配本の内容は、市民センター等
からのリクエストに応じるように努
めた。

B

７ ネットワーク（連携）
機能の充実

中央図書館が地区図書
館や分館へ助言や指導
を行い、市立図書館の
ネットワークを充実

○各図書館の館長会議を毎月、
次長会議を随時開催し、連携を
図った。
○図書館情報システムの更新に
着手した。

B

身近なネットワー
クの構築

８（新）市立図書館にお
ける観光情報などの提
供

市民と観光客を対象にし
た、北九州市の魅力発
信を行うため、・中央図
書館では全市の観光情
報を提供・地区図書館で
は周辺地域の観光情報
や地域情報を提供

○各図書館で、市内観光情報、
区政情報、図書館近隣で行われ
るイベント等に関するチラシ・パン
フレット等を、市民が気づきやす
い場所に設置した。 B

他施設との連携 ５ 大学図書館との連
携

大学図書館とのネット
ワークの構築を図るた
め、・北九州市立大学や
九州国際大学の図書館
との連携の充実・市内に
ある他の大学図書館と
の連携の検討

○平成14年8月に北九州市立大
学、平成14年9月に九州国際大
学の図書館と連携協定を締結
し、相互利用を進めているほか、
他大学図書館の市民利用の状
況を調査し、連携の検討をはじ
めた。

C

６ 大学との連携 大学図書館との連携に
止まらず、大学教員など
を講師に招いて、講演会
や講座を積極的に開催

○九州工業大学、産業医科大
学、北九州市立大学などの教員
等を招き、「科学と遊ぼう」、「がん
セミナー」、「幸せの人間関係」な
どの講座を実施した。

B

３ （新）地元ゆかりの
作家作品の充実

市民と子どもたちのシ
ビックプライドの醸成を
図るため、各図書館や新
設される子ども図書館で
の、地元ゆかりの作家や
児童文学作家の蔵書の
充実、企画展示の開催

○各図書館において、地元出身
作家のコーナーを設け、関連資
料の展示を行うとともに、地域の
歴史、特色を活かして郷土資料
の充実に取り組んだ。
○はじめての絵本事業では、地
元出身作家の絵本を配布した。

BＢ

文化施設とのネットワー
クの構築を図るため、中
央図書館も文化施設の
館長会議に参加

○平成28年度より、文化施設館
長会議に参加し、情報交換を
行った。 B

B

******************

２ （新）最寄りの文化
施設の情報発信

各図書館において最寄
りの文化施設の図録や
資料を設置するなど、文
化施設と連携した情報発
信

○若松図書館では火野葦平資
料館や河伯洞、中央図書館では
文学館や美術館分館の行事予
定やパンフレット資料を設置し、
八幡図書館では、いのちのたび
博物館の学芸員による講座を開
催し情報発信を行った。

B

視点

******************
　多様な施設とつながる
図書館

文学館などの文
化施設との連携

１ （新）文化施設の情
報発信

文学館、美術館、松本清
張記念館などの文化施
設への来館のきっかけ
づくりのため、文化施設
の企画展情報を発信

○文学館、美術館などの企画展
示と連動した本の展示等を行っ
た。
○中央図書館カフェテリア内で、
北九州芸術劇場主催の朗読公
演を行い、図書館職員がその中
でブックトークを行った。
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

【内部評価の考え方】

　文化施設との連携では、各施設の企画展と連動した内容の図書の展示や紹介を行っており、チラシやパンフレット等も配布することで情報
発信に取り組んだ。大学等の他施設との連携では、大学の教員等を招き、図書館で講座を開催した。身近なネットワークでの構築では、ひま
わり文庫の配本について、地区図書館担当者が配本の際に市民センターと情報交換を行い、利用者のニーズに応じた内容になるよう努める
とともに貸出文庫登録も増やした。
　以上のことから順調と判断した。

【外部評価】

　図書館が地域性を生かした情報発信や大学との連携では市民が興味のある講座の実施する等、文化施設など他の施設と連携したさまざま
な取り組みをしており、評価できる。新規事業の評価が「順調である」となっているが、「大変順調である」事業もあり、評価できる。
　市民センターにおいて、読書に関する活動などを行ってもらいたい。
　図書館が情報の発信拠点として今後も期待しており、多様な施設が繋がっていくように進めてほしい。

１０（新）貸出文庫登録
施設数の増加

市民が気軽に本に接す
る機会を増やすため、幼
稚園や保育所などの子
育て関連施設や病院、
高齢者施設などで利用さ
れている貸出文庫の利
用施設を増加

○H28年度末現在：91ヶ所設置
（前年度より2ヶ所増）
・図書館からの配本数：16,438冊
・概ね2ヶ月～3ヶ月に1回、定期
的に配本した。

B

視点
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

*******************

*******************　

内部評価

B

市立図書館における
観光情報などの提供
【再掲】（視点１⑧）

市民と観光客を対象にし
た、北九州市の魅力発
信を行うため、・中央図
書館では全市の観光情
報を提供・地区図書館で
は周辺地域の観光情報
や地域情報を提供

最寄りの文化施設の
情報発信【再掲】（視点
１②）

各図書館において最寄
りの文化施設の図録や
資料を設置するなど、文
化施設と連携した情報発
信

地元ゆかりの作家作
品の充実【再掲】（視点
１③）

市民と子どもたちのシ
ビックプライドの醸成を
図るため、各図書館や新
設される子ども図書館で
の、地元ゆかりの作家や
児童文学作家の蔵書の
充実、企画展時の開催

５（新）地域の特性など
を活かした図書館づく
り

特色のある図書館づくり
のため、各図書館が地
域の特性や地域住民の
ニーズに応じた図書・資
料の配架や講演会など
を重点的に実施

○地区図書館、分館で、それぞ
れの地域や利用者の特性に応じ
て、各種講座を開催した。（医療
健康情報セミナー、終活セミ
ナー、経営相談会、文化講演会
など）

B

６（新）郷土資料の充
実

地域の歴史や文化を次
世代に伝えるため、地域
の郷土資料を充実

○各図書館で、郷土資料コー
ナーで地域に関連した図書や資
料の展示を行った。（世界遺産
コーナー、地元ゆかりの作家コー
ナーの設置など）

B

３レファレンス用図書・
資料の充実

多様化・複雑化する市民
ニーズに適切に対応す
るため、レファレンス用図
書・資料を充実

○各図書館において、各種レ
ファレンス用資料（辞典、図鑑、
地図等）を購入、寄贈受入を行っ
た。

B

特色ある図書館
づくり

４（新）課題解決支援
のための分野別配架
と講演会などの実施

・「日本十進分類法」を基
礎にしながら、市民が抱
えている課題に対応する
ために、テーマごとに図
書を並べるなど、市民が
図書を探しやすいような
分野別配架の実施
・市民のニーズに応じ
て、「健康・医療」など、
分野別の講座などを実
施し、市民の課題解決を
支援

○各図書館において、特色ある
コーナー作りに取り組んだ。（映
画「図書館戦争コーナー」、地元
出身作家コーナーなど）
○図書館利用者のニーズに応じ
て、特定のテーマで資料を集め
た常設コーナーや特設コーナー
を設置した。（医療･健康コー
ナー、パソコンコーナー、子育て
コーナーなど）

B

　市民の課題解決を　

　支援する図書館

２レファレンス担当職
員の能力向上

図書館業務の基本とな
るレファレンスを担当す
る職員の能力向上を図
るため、体系的な研修を
計画、実施

○本市で開催した日本図書館協
会全国研究集会に多くの図書館
職員が参加した。
○福岡県立図書館主催の研修
に図書館職員が参加した。

B

視点

レファレンスの強
化

１相談内容のベータ
ベース化

これまで長年積み上げ
てきたレファレンスの事
例に、多くの市民が接す
ることができるようにする
ため、相談内容とその回
答をデーターベース化
し、ホームページで公開

○各図書館で受けたレファレンス
の事例を、国立国会図書館レ
ファレンス協同データベースに登
録し、合わせて市立図書館ホー
ムページ上で公開するとともに、
内容の更新も行った。

B
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【外部評価】

　レファレンスの強化として、相談内容のデータベース化や図書資料の充実に努め評価できる。特色ある図書館づくりとして、地域の特性や医
療・健康、子育て等の市民が要望するテーマについて、書籍をコーナーを設けるとともに、各種講座を開催し、市民の課題に配慮されたこと
は非常にわかりやすく評価できる。市民の課題を共通のものとして市民が交流できるような催しなどが望まれる。
　また、郷土資料などの特殊なものは、更に充実してもらいたい。

【内部評価の考え方】

　市民からの様々なニーズ、課題に対し、その解決を支援するため、医療・健康、パソコン、子育て等、特定のテーマで資料を集めたコーナー
の設置など、情報提供の機能強化を図るとともに、医療健康情報セミナー・終活セミナー・経営相談会などテーマに応じた各種講座を開催し
た。
　レファレンス機能を強化するため、レファレンス用図書・資料の充実を図り、また、事例集をデータベース化してホームページで公開するとと
もに、本市で開催した全国研究集会に多くの職員が参加した。
　以上のことから、順調と判断した。
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

******************* 子どもの読書活動の

推進

*******************

内部評価

７ ヤングアダルト向け
図書・資料の充実

読書から遠ざかりがちな
中・高校生のために、ヤ
ングアダルト向け図書・
資料を充実

○各図書館において、ヤングア
ダルトコーナーを設置し、人気の
高いライトノベルや、職業や資格
の取り方に関する図書資料の購
入を行い、充実に努めた。

B

８ 家読（うちどく）の推
進

家庭教育向上の基礎と
なる親子のコミュニケー
ションづくりの手段の一
つとして家読を推進する
ため、推薦図書の情報
提供や家読コーナーを
設置

○地区図書館、分館において、
家読コーナーを設置し、「うちどく
ガイドブック」による情報提供や
家読に適したおすすめ図書の紹
介や展示に取り組んだ。 B

B

５ （新）図書館におけ
る子ども向け相談窓口
の充実

子どもたちが調べごとの
ために図書館へ来た時、
気軽に相談できるよう
に、子ども専用のレファ
レンス窓口を設け、調べ
学習などが行いやすい
環境を提供

○各図書館で子ども用の窓口を
設けており、調べ学習などで気
軽に相談できる環境を提供した。

B

６ 調べ学習用図書・資
料及び「「調べ方マニュ
アル」の充実

小・中学校と連携して、
それぞれの児童・生徒に
応じた調べ学習用の図
書・資料や調べ方マニュ
アルを充実

○図書館ホームページに、調べ
方マニュアルを掲載している。
（小学生・中学生向け）
○各図書館で、図書館の利用方
法や本の探し方についてのリー
フレットを作成したり、既存の資
料で内容を更新したものを、図書
館見学に来た児童生徒に配布し
た。

B

３ （新）「はじめての絵
本」事業の実施

出生前の早い時期から
子どもの読書に関心を
もってもらうため、母子健
康手帳の交付時に絵本
を配布する「はじめての
絵本」事業を実施

これまで出生後に絵本パックを配
布していた「ブックスタート事業」
を見直し、出生前の早い時期か
ら子どもの読書に関心を持っても
らうよう、母子健康手帳の交付時
の絵本配布を開始した。
・はじめての絵本配布率99.2％

A

B ４ 絵本の読み聞か
せ、おはなし会などの
実施

子どもが小さいときから
読書に親しめる環境づく
りを行うため、絵本の読
み聞かせやおはなし会
などを実施

○地区図書館、分館で、概ね毎
月数回の絵本の読み聞かせや
おはなし会を行った。
・読み聞かせボランティア登録数
（H28年度末現在）　40団体、14
個人
・H28年度読み聞かせ・おはなし
会
　開催数：延べ987回
　参加者数：延べ18,417人
○季節ごとに行事（クリスマス会
など）を行った。

２　（新）子ども図書館
における子育て・家庭
教育支援用などの図
書・資料の充実

子ども向けの絵本や図
書・資料のみでなく、大
人も利用できる、子育て
や家庭教育支援用の図
書・資料の充実

平成29年度からの図書資料購入
に向けた準備を図った。

B

視点

１ （新）子ども図書館
の整備

北九州市子ども読書活
動推進条例で定められ
た、子どもの読書活動の
推進拠点となる「子ども
図書館」を整備し、子ど
も図書館にふさわしい図
書・資料を充実

〇中央図書館内の勝山分館、視
聴覚センター及び中央図書館の
一部を利用して子ども図書館を
整備するため、基本計画を策定
し、設計業務などに着手した。
〇子ども読書会議を開催し、子ど
も図書館について議論を行っ
た。

B

　子どもの読書活動を
　積極的に推進する
　図書館

6



方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

１０ （新）図書館職員
の育成

地区図書館で、読み聞
かせボランティアなどを
養成する講座が実施で
きるような、図書館職員
のスキルアップ

○中央図書館主催の読み聞か
せボランティア養成講座に職員
が参加した。
○福岡県立図書館主催の研修
に職員が参加した。
○地区図書館職員が積極的にス
キルアップが図れるよう、子ども
図書館開館後の実施に向けた仕
組みづくりに着手した。

C

地元ゆかりの作家作
品の充実【再掲】（視点
１③）

市民と子どもたちのシ
ビックプライドの醸成を
図るため、各図書館や新
設される子ども図書館で
の、地元ゆかりの作家や
児童文学作家の蔵書の
充実、企画展示の開催

学校における読
書活動の支援

１４ 図書館司書や読
み聞かせボランティア
の学校などへの派遣

図書館司書や読み聞か
せボランティアなどを学
校に派遣し、調べ学習や
読み聞かせなど、読書に
関する取組みを支援

○各図書館で、幼稚園、保育
所、小学校等に、図書館司書や
読み聞かせボランティアを派遣し
た。
・司書の派遣　10館73件
・読み聞かせボランティアの派遣
4館132件

B

１５ （新） 学校関係者
（教員、学校図書館職
員など）の人材育成支
援

○子ども図書館開館後の支援に
向けた検討に着手した。
○学校関係者が参加する図書館
教育講習会において、学校貸出
図書セットなど学校向けサービス
の説明を行った。

C

子どもに一番身近な学
校で読書推進活動を行
う教員、学校図書館職員
などに対して、図書館職
員が専門的な研修を支
援

１２ 学校向け団体貸
出の拡充

小・中学校において、学
習の一助とするために、
図書・資料の学校への
貸出を積極的に実施

○学校向け団体貸出を実施し
た。
・H28貸出団体数　1,303団体
・H28貸出冊数　　　　8,827冊
○学校関係者が参加する図書館
教育講習会で、学校向けサービ
スの一つとして、団体貸出を周知
した。

B

１３ 学校貸出図書セッ
トの拡充

学校における読書活動
や調べ学習などを推進
するため、学年別・テー
マ別に選んだ図書・資料
を学級文庫や教材として
使用する「学校貸出図書
セット」を、より学校の
ニーズにあうように内容
を充実

○中央図書館で、「学校貸出図
書セット」の拡充に取り組んだ。
・H28年度　61セットに拡充した。
（前年より6セット増）
・貸出実績　114件（前年より34件
増） B

９ （新）地域人材の育
成

地域で読み聞かせを積
極的に行うため、地域で
活動している団体などと
協働して、中央図書館や
地区図書館で研修を実
施

○中央図書館において、図書館
ボランティア養成講座（年2回）、
読み聞かせボランティア養成講
座初心者コース（年3回）を実施し
た。
〇より専門的な内容の研修として
ストーリーテリングコース、ブック
トークコースを実施した。
○地区図書館においては、今
後、子ども図書館開館後の実施
に向けて検討をはじめた。

B

１１ （新）地区図書館
における区役所や市
民センターなどとの連
携

図書館職員や読み聞か
せボランティアを市民セ
ンターや地域の子育てイ
ベントなどに派遣し、子
ども読書活動の推進に
つながる読み聞かせな
どを積極的に実施

○地区図書館において、区役所
との共催イベント、区役所の「親
子ふれあいルーム」や市民セン
ターでのイベントなどに、図書館
職員や読み聞かせボランティア
を派遣し、読み聞かせやおはな
し会を行った。

B

視点
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

１６ 子ども司書の養成
と活用

子どもたちの図書館へ
の関心や読書への意欲
を高めるため、・図書館
で働く司書の仕事を学習
する講座を開催し、子ど
も司書を育成・その子ど
も司書たちが学校で、読
書活動推進のリーダー
役となることを目指す

○H28年夏休み期間中の5日間
で実施
・受講生70人（小学生53人、中学
生 17人）
・講座終了後、受講生が各自の
学校での活動の様子について報
告した。

B

読書から離れていた方が、母になるのをきっかけに、再び本と出合うことになる「はじめての絵本」の取り組みは高く評価できるが、保護者に対
するその後のフォローに更に努めてもらいたい。各図書館で、読み聞かせやおはなし会などを定期的に実施し、子ども達も大変喜んでおり評
価できる。
子どもの育成に図書館が果たす役割は大きいので、図書館・学校・地域が連携して読書に親しむ環境づくりに取り組んでもらいたい。

図書館と小・中学校との
連携を図るため、図書館
だよりの発行や小・中学
生の図書館見学・職場
体験の実施

○地区図書館、分館において、
毎月「図書館だより」を作成し、近
隣の小中学校等に配布した。
○小中学生の図書館見学や職
場体験を受入れた。
・図書館見学受入れ　16館204件
・職場体験受入れ　11館53件

B

【内部評価の考え方】

　子ども図書館の平成30年度内開館に向けて、準備を進めるとともに、「はじめての絵本」事業を平成28年度に開始した。
　子ども読書活動推進については、各図書館において、おはなし会の実施、ヤングアダルト向けの図書の充実などに取り組んだ。
　以上のことから順調と判断した。

【外部評価】

１８ 小・中学校との連
携

１７ 小・中・特別支援
学校児童生徒の読書
感想文募集の実施

小・中・特別支援学校児
童生徒が読書を通して
得た喜びや感動を文書
表現することで、ものの
見方や考え方を深め、よ
り豊かな感性を育むこと
を目的として、読書感想
文募集を実施

○市内の小中学生約半数からの
応募があった。
・H28年度応募点数　36,743点
（185校）
○12月初旬の表彰式において、
優秀な作品を表彰した。
・優秀賞28点、優良賞93点、入
選2,734点

B

視点
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

情報化への対応 １ Wi-Fiの整備 スマートフォンなど携帯
端末の普及が進んでい
るため、図書館のＷｉ－Ｆ
ｉ環境を整備

○八幡西図書館に続き、平成28
年度は八幡図書館と中央図書館
で公衆無線LANを設置した。

B

内部評価

Ｂ

５ 子ども用トイレや授
乳室の設置

７ ＣＤ、ＤＶＤ資料の貸
出とその充実

図書館整備にあわせて、
市民から要望のあるＣＤ
やＤＶＤなど視聴覚資料
の貸出コーナーを設置

○八幡西・戸畑図書館に加え、
平成28年度は八幡図書館で、
CD・DVD等視聴覚資料の貸出を
実施した。
○H29年度開館予定の小倉南図
書館でも貸出実施予定。

B

８ 学習活動の場、設
備、図書・資料などの
提供

読書会や郷土史会など、
市民の学習活動を推進
するため、図書館の施
設、設備、図書・資料な
どを提供

○地区図書館や分館において、
読書会、郷土史会や読み聞かせ
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟの勉強会等のた
め会場の提供を行った。 B

親しみやすい図
書館づくり

９ （新）くつろいで読書
のできる環境の充実

・カフェテリアを設けるな
ど、くつろいで読書がで
きるように図書館の読書
環境を整備・カフェテリア
が街のにぎわいづくりに
寄与するように、イベント
などの企画を検討

○八幡西・戸畑図書館に加え、
平成28年度は中央図書館内に
カフェテリアを設置し、くつろいで
読書を楽しめるよう、カフェテリア
内に書架を設置して地元（北九
州市）ゆかりの作家の図書や資
料を配架している。
〇小倉南図書館では、カフェ設
置の工事等に着手した。

B

子どもと一緒に利用しや
すい図書館づくりを目指
すため、図書館整備にあ
わせ、子ども用トイレや
授乳室を整備

○八幡西・戸畑図書館に加え、
平成28年度は八幡図書館に、子
ども用トイレや授乳室を設置し
た。
○小倉南図書館では、子ども用ト
イレや授乳室設置の工事等に着
手し、同様に子ども図書館では
設計業務等に着手した。

B

６ （新）図書館以外で
の本の返却

利用者の利便性の向上
を図るため、駅など図書
館以外で本を返却できる
ように、返却ボックスを設
置

H29年度実施に向けて、関連部
署との調整等に取り組み、H29年
度に小倉駅、黒崎駅周辺に設置
することになった。 A

３ 郷土資料のデジタ
ル化

資料のデジタル化に関
する情報収集や研修な
どを行い、郷土資料のデ
ジタル化

○平成21年度、中央図書館で郷
土資料（門司新報、福岡県布達
集、小笠原文庫、古地図、写真
等）をデジタル化した。
○郷土資料のデジタル化の検討
をはじめた。

C

ニーズに応じた
サービスの提供

４ 高齢者などあらゆる
人が利用しやすい
サービスの充実

バリアフリー化や大活字
本の充実を図るなど、高
齢者を含め、あらゆる人
が利用しやすいサービス
の充実

○平成28年4月に移転・開館した
八幡図書館は、バリアフリーに対
応し、拡大読書機を設置した。
○高齢者向けに「大活字本」を充
実を図った。

B

視点

*******************
　誰もが使いやすく、
　人や情報が交流する
　図書館

******************* ２ 中央図書館、地区
図書館、子ども図書館
におけるホームページ
の充実

利用者が見やすく、使い
やすいホームページとな
るように、・子ども図書館
の開館にあわせ、ホーム
ページを開設・中央図書
館や地区図書館のホー
ムページの見直し

○現在のホームページについ
て、平成29年度に見直しをする
ための準備に着手した。

B
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

【内部評価の考え方】

【外部評価】

中央図書館のカフェテリアはくつろげて雰囲気が良く評価する。
また、図書館以外での返却サービスの充実や情報化への対応（Wi-fi環境の整備）により、市民の利便性が向上するなど評価できる。
行きたくなる図書館を目指して、楽しい情報発信やホームページ（スマホ対応）の充実をしてほしい。

１０ （新）市立図書館
への来館のきっかけづ
くりの提供

これまで図書館に来てい
ない人が来館するきっか
けとなるように、図書・資
料の配架や開催する講
座、イベントなどを見直し

○市民センターや地元商店街が
実施する催しに参加し、図書館
のPRを行った。
○子ども図書館で読書履歴を記
録する「本の通帳」を導入する具
体的な検討を行った。

B

　中央図書館のカフェテリアを平成28年度に設置し、本市ゆかりの作家の図書を配架するなど、くつろいで読書を楽しめる図書館づくりに取り
組んだ。また、図書館以外の場所での返却サービスとして返却ボックスの設置に向けての準備に取り組むなど、利用者が使いやすい図書館
づくりに取り組んだ。
　以上のことから順調と判断した。

視点
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

*******************

内部評価

地域人材の育成【再
掲】（視点３⑨）

開かれた図書館
づくり

６ 運営に関する評価
の実施

【内部評価の考え方】

【外部評価】

図書館運営に関する評
価を行い、広く公表する
とともに、運営の改善を
実施

○平成25年度から図書館評価制
度を導入し、市のホームページ
に掲載するとともに運営の改善を
進めている。 B

　中央図書館において、従来より図書館ボランティア、読み聞かせボランティアの養成に取り組み、H28年度は読み聞かせボランティア養成講
座の内容や実施回数を見直す等、市民にとって受講しやすく、よりわかりやすい講座となるよう努めた。
　また、図書館協議会に諮問した「これからの図書館サービスのあり方」の議論を重ね、答申を受けた。
　以上のことから順調と判断した。

図書館ボランティア、読み聞かせボランティア等の養成の取り組みについて評価できる。
ボランティアバンクやブックヘルパーの人材育成については期待したい。
また、このような市民参画に関する情報発信を更に進めてもらいたい。

地域で読み聞かせを積
極的に行うため、地域で
活動している団体などと
協働して、中央図書館や
地区図書館で研修を実
施
多様化する図書館への
ニーズに対応し、効率的
で効果的なサービスが
提供できるように、図書
館協議会の充実に努
め、時代に即した図書館
づくりを推進

○図書館協議会において「これ
からの図書館サービスのあり方」
の議論を重ね、答申を受けた。

B

Ｂ

４ 読み聞かせボラン
ティアバンクの充実

読み聞かせなどを希望
する子育て施設や学校
に対し、ボランティア情報
を迅速かつ的確に提供
するため、・読み聞かせ
ボランティアバンクの充
実・地区図書館ごとのボ
ランティアバンクの設立
の検討

○H26年度に、中央図書館で読
み聞かせボランティアバンクを設
立した。また、研修会を開催し、
バンクに登録しているボランティ
ア同士の情報交換や研修の場を
設けた。
・H28年度末現在登録団体数
40団体、14個人
○地区図書館でのボランティア
バンク設立については、子ども図
書館開館後の実施に向けて検討
をはじめた。

C

５ 時代に即した図書
館づくりを推進するた
めの図書館協議会の
充実

２ 図書館ボランティア
の育成

市民が図書館運営の担
い手となるように、図書
館において館内案内や
配架などの図書館業務
を行う図書館ボランティ
アを育成

○中央図書館で、図書館ボラン
ティア養成講座を実施している。
・H28年度 2回実施（各回定員30
名）
・修了者数　53人

B

３ （新）ブックヘルパー
の人材育成支援

学校図書館で図書・資料
の整理、補修や読み聞
かせなどを行うブックヘ
ルパーが活動しやすくな
るように、図書館職員が
研修を支援するなど、学
校における読書活動に
協力

○子ども図書館開館後の実施に
向けて検討をはじめた。

C

視点

ボランティアの育
成と活用

１ 読み聞かせボラン
ティア養成講座の充実

読み聞かせボランティア
の専門性を高めるため、
ストーリーテリングやブッ
クトークなどの技術を学
ぶ講座を実施

○中央図書館で、読み聞かせボ
ランティア養成講座初心者コース
を実施した。（３回実施）
○ストーリーテリングコース、ブッ
クトークコースの専門研修を実施
した。

B

　市民参画型図書館　

*******************
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